


15年間にわたり続いてきたFjord Trendsの系譜を継ぎつつ、
今年より「Accenture Life Trends 2023」としてインスピ 
レーションに富んだ内容をお届けします。

Let’s dive in.



私たちの暮らしの中の変化を波に例えると、数年前までは
時折荒波はあるものの、多くの場所では一定のリズムを刻
んでいるように見えました。しかし昨今、波は激しく打ち寄
せ、落ち着く様子を見せないこともしばしばです。人々は状
況が自身の手に負えないと感じると、落ち着いてコントロ
ールを取り戻すために、とりわけマイクロモーメントや特定
のシチュエーションにおいて「自分は物事をコントロールで
きている」と感じるための様々な対応をします。

こうした動きに応え、テクノロジーは人々に物事をコント
ロールする手段を提供しています。例えばクリエイティブの
領域では、AI（人工知能）の民主化を背景に、画像、音、言語
などのコンテンツの作り手と受け手の関係に大きな転換
がもたらされています。また、興味関心のシェアを奪い合う 

アテンションエコノミーの変容と相まって、テクノロジーは
好きなブランドの未来の姿を共創する機会を人々に提供し
はじめています。さらに、トークンなどの技術は近い将来、
生活者が自らにまつわるデータの扱われ方を完全にコン
トロールすることを可能にするかもしれません。
  

大きな波が寄せて返った後には、景色はがらりと変わり
ます。私たちはすでにその変化を目の当たりにしており、 
様々な場所でコントロールのバランスがシーソーのように
揺れています。こうした変化は生活を営むためのシステムと 

人々との関係のみならず、ブランドや企業にも影響を及ぼ
します。ブランドは顧客のロイヤリティと引き換えにブラン
ドに積極的に参加しようとする顧客にどれだけのコントロ
ールを提供するかを決め、職場においてはリーダーがハイ
ブリッドな働き方の次なる進化の姿を定義することになる
でしょう。

本レポートでは、我々が今後12か月間とそれ 
以降にブランドと人々の間の力関係（パワーダイナ
ミクス）に変化をもたらすと考える5つのトレンドを 
ご紹介します。

コントロールとパワー 
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Image created using artificial intelligence



5つのトレンドを描き出すにあたり、アートとデザインの
分野に根本的な影響を与えうるテクノロジーであり、 
かつ今日のコントロールとパワーの変容を体現する 

好例であると我々が考えるジェネレーティブAIによる 

ビジュアル表現を採用しました。

我々アクセンチュアのデザイナー（人間）がまずレポー
ト本文からキーワードとなる単語やフレーズを選び出
し、それを最初のプロンプトとしたAI生成アートと共鳴
しながら、創造性と多様性、可能性を広げ、トレンドの 

ストーリーを語っています。

本レポートでは、人間の創意工夫とテクノロジーの 

真のパートナーシップを示す生き生きとしたビジュアル
表現もぜひお楽しみください。そして我々は各トレンド
が、これらのビジュアル表現と同様にかつてないほどの
変革の可能性を示すものであると信じています。

ジェネレーティブAIによるビジュアル表現 AIプロンプト

hand-in-hand with 
the technology 
in a mutual 
expansion of 
creativity, 
diversity, and 
possibility

+ working, collaborative, surrealist, 8k, 
algorithm version 4

人間による追加プロンプト
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AI-generated art: approach
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不安定な社会環境に適応する生活者たち 

AIプロンプト

Waves of crises, one after the other, have come in 
to change people’s day-to-day lives

人間による追加プロンプト 

+  style surrealism, early surrealist
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次々に押し寄せるクライシス（危機）の波は、人々の日
常に変化をもたらしました。以前からこうした危機が 

比較的に身近にあった人もいますが、その他の人々に
とって現在は大変に不安定な状況です。とはいえ、人間
は常にこうした危機に対して最終的には「適応」を果
たすものです。不安定な状況を当たり前と捉える人が 

増えるほど、その適応の仕方は何を買うか、ブランドや
勤め先をどう捉えるかに影響を与えるため、企業はこ
れに先んじて備えなければなりません。

+  surreal, algorithm version 4, change 100

「Permacrisis（パーマクライシス）」と
人間の適応能力

Permacrisis and human adaptability
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残酷ながら、次から次へと新たな危機が訪れているの
が世界の現状です。パンデミック、紛争、極端な政治的
分断、山火事や異常気象（ハリケーン、洪水、干ばつ）、 
そして物価の高騰�私たちの暮らしに息つく暇もなく
次々に危機が押し寄せています。人によってこうした 

危機は、これまでの30年間は多くの地域で比較的安定
していたと思い返せるほどの激しさと言えるでしょう。

現状は、コリンズ英語辞典が2022年を表す一語とし
て「長期にわたる不安定で不安な状況」を意味する       

「Permacrisis（パーマクライシス）」を選んだことにも
よく表れています1。

いま起きていること

+  technology, colorful, CGI, busy, algorithm version 3, aspect ratio 3:2

Whatʼs going on
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人々は厳しい家計とそれぞれ懸命に向き合う
一方、ますます目に見える形で現れてきている
気候変動の影響にも直面しています。

2022年夏、ヨーロッパは記録的な猛暑に見舞われまし
た。しかし2035年にはこうした気候が標準的なものに
なると予想されており、その影響で起こる山火事、鉄砲
水、暴風雨などによって何百万人もが移住を迫られる 

おそれがあります6、7。また2050年までに世界の平均的
な洪水水位を下回る沿岸地域に住む人口が3億人に 

到達すると予測されており、その内の約75%がアジア 

6か国に居住しているため、アジアは海面上昇の打撃を
最も受ける地域になるでしょう8。 

マクロ経済におけるショックはいつ収束するのか？

多くの人々が、自分たちの生活を支えているシステム
が破綻し、かつては誰かと共に担っていた責任が自分 

一人の肩にのしかかってきていると感じています。本レ
ポート執筆時点でインフレ率の上昇とその物価、エネル
ギー価格、住宅ローン返済への影響が日々のニュース
の大きな見出しとなっており、インフレに応じて給与が
上がらない労働者にとっては実質的な減給と同じです2。
例えばアルゼンチンでは金利が75%にまで引き上げら
れ、インフレ率はほぼ100%となっています。また、イギリ
スではエネルギー危機による燃料費の高騰で3分の1の
世帯で家計が圧迫されており、生活費は過去40年間の
中でも最も速いペースで上昇しています3, 4, 5。

+  unreal engine, wide angle, omit text; letter, aspect ratio 2:3, algorithm version 4 
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メンタル面での逃避先をオンライン上に求める人たち
もまた、異なる困難に直面しています。意思決定が本当
に自分自身によるものなのか、それともそのように仕
向けられたものなのかという「Algorithmic angst（アル
ゴリズムの不安）」は増加傾向にあり、こうした不安は 

人々が新たなオンラインプラットフォームを求めるきっ
かけとなっています9。また中にはニュースさえも信用で
きなくなり、単純にニュースを追うことを止めた人もい
ます。Reuters Instituteによる6大陸46の市場を対象と
した調査「2022 Digital News Report」では、「調査対象
国のほぼ半数でニュースに対する信頼が低下しており、
ニュースへの関心も2017年の63%から2022年には51%

へと市場全体で急激に低下した」と報告しています10。 

+  35mm photography, algorithm version 4, aspect ratio 3:2, change 100

ストレスへのコーピング（対処）を絶え間なく要求され
る時代に生きているため、人々の心の中の安心感は蝕
まれ、不安感だけが広がり続けています。英国カウンセ
リング・心理療法協会の調査によると、66%のセラピス
トが生活費の高騰が人々のメンタルヘルスに影響を与
えていると回答し、より支援が必要とされる事態である
にもかかわらず、現実には47%の患者が金銭的な余裕
がなくなったことを理由に心療科の受診をキャンセルし
ています11。
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アクセンチュアのレポート「人間のパラドックスはビジ
ネス成長の鍵：顧客起点からライフ起点へ」12も示す通
り、こうした不安定さは矛盾した行動をより常態化させ
ます。加えて人々は自身の価値観と現実世界を調和す
るために自らの一貫性のなさを許容するようになって
おり、調査対象の69%が「矛盾した行動は、人間らしく
受け入れられる」と回答しています。

過去40年以上にわたって安定した状況の中で続いた
発展と共に、世界の何十億もの人々がマズローの示し
た欲求5段階説の階層を上がってきました。例えば中
国では1990年以降、8億人を超える人々が貧困ではな
い状態に達しています13。現在、食料、暖房、住居などの 

基本的な欲求の充足に対して不安を抱く人々がいるこ
とは事実ですが、承認や自己実現といった高次の階層
の欲求を忘れ去ってしまうことはないでしょう。最貧困
層を除き、この数十年間で人々は決して自ら手放すこと
のない価値観を築いてきたのです。

+  unreal engine, wide angle , algorithm version 4, aspect ratio 3:2

https://www.accenture.com/jp-ja/insights/song/human-paradox
https://www.accenture.com/jp-ja/insights/song/human-paradox
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不安定な時期があるということは人生において避けられない現実で 

あり、歴史を通して人々 は適応して乗り越える術を常に見出してきました。
アクセンチュアの調査によると、新興市場に身を置く人々の方がより 

不安定な状況に対処する経験を積んでいます。悪い知らせを受けると 

動揺しますが、その後はただ前進するのみです。彼らの適応能力や適応
しようとする意欲は、成熟した市場で生活してきた人々のそれを大きく
上回っています14。

次に起こること

+  abstract, texture, wallpaper, algorithm version 4

Whatʼs next

人々が物事に適応していくアプローチは、一般的に知れら 
れている“F”反応を少々変形させたFight（闘争）、Flight 
（逃避）、Focus（集中）、Freeze（凍結）を常に行き来すると 
我 は々考えています。
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Fight―声を上げて闘う 
大きな自己犠牲を伴う場合でも、不正に 

対してこれまでよりも声を上げるようになる

人々の我慢は限界に近づいており、かつてよりも多くの
人々が最終手段、つまり自分たちが必要とするものの
ために立ち上がり闘うことを選択しています。例えば、
ヒジャブの着用の仕方を理由にイランの道徳警察に 

拘束された22歳の女性、Mahsa Aminiさんの死後、 
世界中の人々が街頭で抗議の声を上げました15。こう
した状況においてソーシャルメディアは情報、ひいては 

人々の怒りを拡散し、人々が行動を起こす直接的なきっか
けをもたらしています。このような人々の闘いはこれま
での歴史においても、国や人々のターニングポイントに
なってきました。

イランでの事件は最も深刻な例の一つですが、こうし
たFightの動きは異なる形でも繰り広げられています。 
例えば、本レポート執筆時点においてイギリスでは 

過去数十年の中でも最大の鉄道ストライキが起きており、 
ヨーロッパの航空会社でも従業員が低賃金の 

改善を求めてストライキを続けています 16,17。無論
こうしたストライキは今にはじまったことでは 

ありません。しかし今後はこれまで規則に忠実 

だった人々も、経済的な困難を生き抜くために時
に過激な行動を取らざるを得なくなることが予想
されます。また情報へのアクセスがより容易になる
ことで、人々は世界が直面する厳しい現実に以前
よりも自覚的になっています。そして人々は憤り、 
「公正さ」を求めています。ロンドン・ナショナル・ギャ
ラリーでゴッホの代表作「ひまわり」に缶詰のスープが 

投げつけられた事件は、人々のこうした感情を率直に
象徴していると言えるでしょう18。

我々は、より多くの抗議活動が人々の営み
の全般にわたる問題をめぐって行われてい
くと予想しています。その中には、ブランドや 
雇用主にとって思いもよらないものや、さらには 
企業や経済全体を更なる混乱に陥らせるよう
なものもあるでしょう。

+  35mm, algorithm version 2, change 100
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Flight―第三の選択肢を 
模索する
住居や金融システム、デジタルプラットフォ
ームなどにおいて、これまでとは違う第三の
あり方を模索する 

Flightは、物事への不信感や絶望感だけでなく、どこか
違う所へ向かうことで精神的にも肉体的にも逃げるこ
とができるかもしれないという希望によっても特徴づけ
られる反応です。

人々は自分たちの利益のために行動してくれる人を、
政府を含め信頼することができなくなりつつあります。
そのため、逃げることが可能な人々は、住宅が高額す
ぎたり、インフラが不十分だったり、国の運営システム
が崩壊している地域からは次第に離れていくでしょう。 
オーストラリアでは新型コロナウィルスによる混乱時の
倍（27%：65%）を超える人々が生活費の圧迫を理由に
引越しをすることが見込まれています。とりわけここ数
か月で家計の負担はより増しており、家賃が週に50豪
ドル上がるだけでオーストラリア人の40%が転居を検
討すると言われています19。

新たな選択肢を模索する反応の程度は様々です。都市
部の混雑や空気が不満で郊外へ移住するという単純
なものから、ロシアの若者のように政府による徴兵から
逃れるという極端なものまで多岐にわたります20。

+  claymation, testp, upbeta, algorithm version 4
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家計の負担を軽減するために家庭では生活に 

必須ではない娯楽としてのサブスクリプションサー
ビスを解約する「Great Cancellation（大量解約）」
と呼ばれる現象が起きています。そのほかにも 

人々は、スポーツジムの契約を解約したり、年金へ
の拠出を一時的に停止したり、健康保険や生命保
険への加入を諦めたりしています。イギリスで行わ
れた調査では、過去12か月間に5%の家庭が家財
保険を解約し、6%（約100万世帯）が次年度は更新
しない意向であることが分かりました21。また生活 

コストが圧迫されると人々はまず交際費を節約 

しようとするため、それによって孤独が深刻化する
おそれがあります。しかし裏を返せば、これらの 

状況におけるニーズを適切に捉え、応える方法を
見出したブランドは、結果として長期的な成功を 

収めることになると言えるでしょう。

また、ソーシャルメディアの使い方にも変化が見
られます。例えば写真共有アプリBeRealは急速に 

人気を広げており、1,000万人を超えるアクティブ
ユーザーを抱えています。「一日一枚の写真をシェ
アする」というシンプルなコンセプトを掲げ、他の多 

くのプラットフォームで見られる編集や加工がされ
たコンテンツとは一線を画すものになっています22。
このことからは、人々は完璧な生活を描き出すア
カウントよりも、欠点や弱点も含めたリアルな人を
見てつながりを築くことを望むようになってきている
ことがうかがえます。

+  renaissance painting, hyper detailed, pin light, portrait, aspect ration 3:2, change 100, algorithm version 4
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Focus―自身がコントロール
できる世界に集中する
自分がコントロールできる物事だけに注力

する

広大すぎる世界に対してネガティブな感情や疑いの気
持ちを抑えられない時、人々は自分が属していると感
じる小さなコミュニティに自身のアンテナを集中させる
ことがあります。物理的にも思考的にも活動の範囲を 

狭め、雑音を取り除き、そして過去十年以上にわたって
ネットニュースやソーシャルメディアによって助長されて
きたグローバル第一主義の生活様式に背を向けなが
ら、自身の中で優先順位の低いものをすべて切り捨て
るのです。

将来の計画をどのように立てるべきか分からない時、
または外的環境のせいで自分の思うように計画が立て
られない時、人々は自身がコントロールできることに 

自然と意識を集中させる傾向があります。実際にアク

センチュアによる調査の協力者の中にも、コミュニティ
単位でまとめて買い物をしたり、交通手段を共有したり
する取り組みについて話してくれた方がいました。こう
した取り組みは経済的な負担を軽減するだけでなく、 
より狭い範囲に意識を集中させることは感情的に有意
義でもあります23。

狭く、深く、単一の目的に特化したプラットフォームは、
人々が共通の興味関心を通して絆を深め、リラックスす
ることができるスペースとして享受されています。例え
ば元はゲームに関するコミュニケーションを目的とした
プラットフォームだったDiscordは現在、社会的なつな
がりをもたらす場として機能しています24。

またデジタル上でも、この傾向は大規模なインフルエ
ンサーからフォロワー数1,000人～10万人程度のマイ
クロインフルエンサーがよりユーザーの支持を集めて
いることにも表れています25。マイクロインフルエンサ
ーは旅行や金融アドバイスなどニッチなトピックに注
力していることが多く、より高い信頼性を人々に約束し
ています。実際にアメリカの消費者の61%が、ブランド 
（企業）よりもこうした狭く・深いコミュニティの方がより 
信頼できると答えています26。こうした動向については、
トレンド2「I‘m a believer」でより詳しく考察しています。+  25mm, ultra realistic, algorithm v3, change 100



「Resignation」は何かを「辞める」という意味で使われることが
一般的ですが、「耐える」「諦める」というニュアンスを含んでいます。

こうした点から、「Quiet Quitting（静かな退職）」は
単に仕事を辞めることを指すのではなく、仕事や職場と

感情的に距離を取って“エコノミーモード”にする 
という意味合いが示唆されています。
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Freeze―希望を胸に押し込み
距離を取る
時に自身の中のスイッチを完全にオフにする

もし現在の環境から逃れることも、積極的に新たな 

環境を形作ることも容易にできない場合、人々はコー
ピング（ストレス対処）の方法として「Resignation」を
受け入れるでしょう。「Resignation」は何かを「辞める」
という意味で使われることが一般的です。しかし「耐え
る」「諦める」というニュアンスを含んでいます。こうし
た点から、「Quiet Quitting（静かな退職）」は単に仕
事を辞めることを指すのではなく、仕事や職場と感情
的に距離を取って“エコノミーモード”にするという意味 

合いが示唆されています。こうした動きは中国にも見られ、
人生に多大な努力を注ぐことを無駄だとして放棄する 

「摆烂（バイラン、放置して腐らせる）」運動が中国の 

若者を中心に広がりました。27

疲弊し、自分は無力だと感じる個人が増えれば、既存
の社会システムやブランドはこれまで以上に懐疑的な
目で見られるでしょう。何か裏があるのではないかとす
でに疑っている人々はますます慎重な態度を取るよう
になり、失望させられた、もしくは裏切られたと感じる 

ブランドに対しては躊躇せずその関係を断ち切ります。

人々の感情的なエネルギーが減退しているそんな状況
でも、音楽やアートなどの文化活動は古くなったもの
を捨てて新たなものを取り入れながら社会に活気を
もたらしてくれるものです。ロックやパンク、ラップが登
場した時世を思い返すと、この事実は明らかでしょう。 
言い換えれば、パーマクライシスが続く現在は、人々の物
事の見方を変え、未来への希望を示す文化的な創造が 

繰り広げられる条件が整っているということです。AIが
創造性のあり方を変えつつある現状は、そろそろ何か
が起こりそうな予感を漂わせています。

人々が懐疑的になったり無関心を装ったりする態度が
変化し、いずれ怒りの感情にまで達すると、ブランドが
無視できないほどの劇的な影響を及ぼすでしょう。多く
の人々は好むと好まざるとにかかわらず暮らしの中で
ブランド、特に生活必需品を提供するブランドと関わら
なければなりません。ブランドは総じて文化的な意味を
読み取られる対象になるため、生活者からのシグナル
を素早く察知し、適切に対応することが重要です。そこ
で企業は、生活者による環境への様々な適応反応と共
に、同じ一人の人間であっても異なる状況においては
異なる適応反応を示す可能性を理解する必要があるで
しょう。

+  algorithm version 3, change 100
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そこでブランドにとっての第一歩は、自分たちが踏み込
むことを許された領域をきちんと理解し、人々の心の
中であまり歓迎されていない領域にむやみに立ち入ら
ないことです。この点は、ブランドや人々に対して「それ
ぞれの持ち場に専念する」ことを求める声にもよく表れ
ています。ブランドには、新たなプラットフォームがどの
ように進化しているか、自社ブランドはそこに属するに 

相応しいか、人々は特定のトピックについて自社ブラン
ドの意見を聞きたいかどうかを捉えることが求められ
ているのです。我々の調査で、アメリカ在住のある協力
者は「あるブランドが自社製品と関連性のない問題に
立ち向かおうとする姿は不自然に映る」と答えています。
しかし同時に、「世のブランドは従業員に対して、そして
地球環境に対してより良い振る舞いをしてほしい」と 

も述べています 28。

このように人々のニーズは急速に進化してい
ます。刻 と々移り変わる外的環境や人々の中で
の優先順位に応えるために、企業には「ライフ
起点ビジネスの戦略ガイド」でも詳しく解説さ
れているライフ起点のアプローチへの転換が
求められています29。

言い方を変えれば、企業はプロモーションのための 

演出とみなされかねない短期的な活動ではなく、本質
的に意味のある製品、体験、サービスを通じてブランド
の存在価値を示す必要があるということです。

今日、人々が直面しているプレッシャーは当然ながら 

ブランドにも影響を及ぼします。そしてこうした厳しい
状況において、企業はしばしばイノベーションや広告、
ブランドの構築などの活動を贅沢だとみなして切り捨
てるという過ちを犯しがちです。確かにプレッシャーに
さらされれば、企業も一人の生活者のように「必須で
ないと思われるものをやめる」行動を選びがちです。 
しかし最高のイノベーションはしばしば制約がある困
難な状況から生まれることから、企業はこうした流れに 

抗わなければなりません。実際に本レポートでも触れて
いるAIやメタバースは、まさに現在におけるイノベーシ
ョンの源泉として探求する価値があります。

人々は困難に直面する度、適応しながら新しい自分へ
と進化してきました。それはこれからも変わらず、現在
の苦境も乗り越えていくでしょう。従って、そうした人々
の適応あり方をいかに捉え、反映できるかが、その時
代において愛されるプロダクトとそうではないものを 

分けていくのです。

+ ultra detailed, cinematic, realistic, change 100

https://www.accenture.com/jp-ja/insights/song/life-centricity-playbook
https://www.accenture.com/jp-ja/insights/song/life-centricity-playbook


AIプロンプト

The groups have begun to experiment 
with tokenized experiences

人間による追加プロンプト

+  hyper realistic, photography, online, digital, 
algorithm version 4, aspect ratio 3:2, change 100

コミュニティの力から
生まれるブランドの未来   
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ロイヤリティの未来とは？

集団の一員として帰属意識を持ち幸福感や心地よさ
を感じることは、人間の最も基本的な欲求の一つです。 
近年、人々は共通の興味でつながれるコミュニティを 

デジタルチャネル上で見つけ、そうしたコミュニティが
生活の中でより大事なものになったという人も増えて
います。このような行動の変化と新たなテクノロジーが
相まって、顧客とブランドをつなぐコミュニティを起点
にプロダクトを追随させるという新たなビジネスモデ 

ル（=コミュニティ・ファースト）が盛り上がりを見せてい
ます。人々が自身の信頼するブランドに積極的に関与で
きるようになれば、ブランドのロイヤリティプログラムの
あり方も変わっていくことが予感されます。このような
顧客との関係性はプロダクトの新たな開発領域を拓く
だけでなく、実際の収益に繋がっていくでしょう。

+  style of romanticist painting, aspect ratio 16:9, change 100

What’s next for loyalty?
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人々はオンライン上でより強い帰属意識を感じられる
新たな場所を探し求めています。既存のソーシャルプラ
ットフォームは、アルゴリズムによってリアルな友人の
投稿以上に第三者のコンテンツが優先的に表示される 

ようになってきています。それはもはや人々にとって 

“ソーシャル（社交）”の場とは呼べない状況です。そこ
で多くの人々はより意味を感じられる趣味や活動に
注力し、それを共に探求できる仲間をデジタル上で探
しはじめています。実際にアクセンチュアの調査では、 
様々な地域から参加した協力者の大多数が過去6か月
から9か月の間に新しい趣味にチャレンジしたり、新しい 

コミュニティに参加したと回答しています30。

+  diverse people, photorealistic, surrealist, aspect ratio 3:2, change 100, algorithm version 4

いま起きていること
Whatʼs going on



Copyright © 2023 Accenture. All rights reserved.        18

02
 

I’m
 a

 b
el

ie
ve

r

+  aspect ratio 3:2, change 100, algorithm version 4

コンテンツやコミュニティ、イベントへの参加権やアクセス権など、Web3 
技術によるトークンを活用した体験が増えています。これはブランドに 
とって、自社ブランドを愛してくれる顧客と有意義な関係を構築し交流する 
新たな手法になるでしょう。

ブランドは自社のデジタルアセットへのアクセスをトークン化により限定（トークンゲート）することで収益化す
る手法を導入しはじめており、熱烈なファンは新たな体験にいち早く参加できるようになりました。このような
体験において重要となるのは、顧客とブランドのお互いに対する強い信頼です。例えばAdidasのNFTコレクシ
ョン「Into The Metaverse」では、Discordとウォレットを連携したユーザーにプロダクトを無料で提供するな
ど、トークンゲートコミュニティが効果的に活用されています31。

今、私たちは、①共通の興味を介し居場所となるコミュニティ、②コンテンツやアクセスの限定性を提供する 

トークンゲート、③デジタルコレクティブル（NFT：非代替性トークンに支えられたデジタルアイテム）という 

三つの流れが混ざり合う瞬間を目の当たりにしています。例えば人々は、ニッチなトピックに対し積極的に関わ
り、語り合える仲間と簡単に出会える場としてRedditやDiscord、Twitchなどのプラットフォームを新たな居場
所として見出すようになっています。社会運動、コーヒー、スキンケア、ビンテージのシンセサイザー、家の改装、
ゴーストハンティング、スポーツ、ゲーム『ダンジョンズ&ドラゴンズ』�例を挙げればきりがないほど多くのトピ
ックについてのコミュニティがデジタル上に存在します。これらのコミュニティは、マクロとミクロ、グローバル
とローカル、オフラインとオンラインにまたがって存在し、人々が「自分の居場所はここだ」と感じられるように
なっているのです。
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+  35mm photography, algorithm version 4, aspect ratio 3:2, change 100 

このようなデジタルコミュニティの発展はブランドに新商品や新サービス
の開発を促しており、それはブランドだけでなく将来的には顧客にとって
も新しい収益をもたらすかもしれません。NFTなどを含む完全なデジタル
商品や、受動的に収入を生む永続的なロイヤリティ関係、そしてバーチャ
ルとフィジカルのどちらでも使用できるプロダクトなどが、新たな収入源と
なる可能性もあります。

こうしたコミュニティは、アート作品、サイン、トレーディングカード、ブラン
ドカタログ、さらにはニュースや歴史、スポーツにおける重要な場面など
のデジタルコレクティブルを中心に形成されています。例えばNikeは、NFT

やゲームエンジン、ブロックチェーン、拡張現実を活用しユニークなデジ
タル作品を制作するクリエイター主導の企業RTFKT（アーティファクト）を 

買収し、バーチャルスニーカーとデジタルコレクティブルを展開していま
す。この試みによる収益は1億8,500万米ドルにも上り、顧客がデジタルコ
レクティブルNFTを再販する二次流通市場の収益は約12億9,000万米ド
ルに達しました32。
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+  photorealistic +1, vibrant, omit text; letters, algorithm version 4, 
aspect ratio 2:3, change 100

会員限定クラブへのアクセスな
ど、革新的で魅力的な体験で 
あれば顧客はプレミアム価格の
支払いを躊躇しません。

メタバース空間やゲーム空間、またゲー
ム内の階層、特別イベント、投票権、特別
アイテムなどは、ブランドが参加者やクリ
エイターに対してプレミアムなオファー
を提供し収益を獲得する新たな機会を
作り出しています。このような体験に応
じた価格体系は、希少性を活かしつつ顧
客やクリエイターのエンゲージメントを
さらに高める仕掛けとして設計できるで 

しょう。

「トークンゲート」はアクセスに希少性
と限定性という特徴を与えるだけでな
く、新たな収益を獲得したりプロジェク
ト管理を行ったりするより実用的なもの
として、とりわけファッション業界で人気
を博しています。例えばLacosteは看板
商品のL12ポロシャツを記念して11,212点
のNFTコレクションを発表し、トークンの
保有者にブランドの将来に対する意見を
届ける権利を提供しました33。



人々の情熱、趣味、興味こそがブランドロイヤリティを超え、 
コミュニティへの積極的な関与を生み出します。 

従ってブランドは、生活者とより深くつながるための新たな場を
模索することで機会領域を見出すことができるでしょう。

Copyright © 2023 Accenture. All rights reserved.        21

02
 

I’m
 a

 b
el

ie
ve

r

Image created using artificial intelligence
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+  color, algorithm version 4, aspect ratio 3:2, change 100

そのほかにも、熱狂的なフットボールサポーターコミュニティ
WAGMI Unitedは、クローリー・タウンFCに出資しつつサポー
ターが自身の声を届けられる機会を提供し、従来のスポーツク
ラブの経営モデルを刷新しながら同チームをプレミアリーグに 

昇格させることを目指しています34。WAGMI Unitedは「クラブ
を民主化し、試合日の食事から監督に至るまでクラブの未来を
形作る意思決定にコミュニティが投票できるようにする」と語っ
ており、同コミュニティが開いたクラブのNFTゲートコミュニティ
ではNFTの所有者がアセットに加えてクラブの意思決定への投
票権を得ることができます。こうしたスポーツ業界での事例は、
他業界のブランドにとってもWeb3技術を収益向上のためだけ
でなく、ファンに積極的に権利を与え参加を促す手法の活用例
として大いに参考になるでしょう。

人々の情熱、趣味、興味こそがブランドロイヤリティを超え、コミ
ュニティへの積極的な関与を生み出します。従ってブランドは、
生活者とより深くつながるための新たな場を模索することで 

機会領域を見出すことができるでしょう。スポーツやゲーム、 
カルチャーの領域がこの発展をリードする中、ブランドはそうし
た例をより幅広いシーンに活用・応用していくことができます。



Copyright © 2023 Accenture. All rights reserved.        23

02
 

I’m
 a

 b
el

ie
ve

r

+  omit text; letters, realistic, algorithm version 4,  
aspect ratio 2:3, change 100

次に起こること 

マーケティングファネルにおいて、ロイヤリティの次に 

来るものは何でしょうか。多くのブランドにとってのロイ
ヤリティが単なる施策（ロイヤリティプログラム）になっ
ているとするならば、我々は顧客とブランドとの関係に
おける次なるステージは「参加」であると考えています。
より具体的には、「参加」はブランドやIP（知的財産）の
熱烈なファンがロイヤリティを次のステージに押し上げ
て、ブランドの形成、活用、資金調達、運営、そして他者
に広める場面においてより積極的な役割を担っていく
ということです。

一部の顧客のブランドに対する情熱は「エモーショナル
投資」と言っても過言ではなく、単純な金銭的リターン
を超えて「ブランドが成功するのを見たい」という欲求
を刺激します。
 

我々は今後より多くのブランドが、オンライン 
コミュニティを起点に充足されていないニーズ
の理解を進めたり、特別なプロダクトを生み出
したりすると予想しています。

実際にBacardiはいくつかの自社ブランドでNFTプロ
ジェクトを実施しており、その中にはミュージシャンと 

ファンをつなぐものがあります。ファンはお気に入りの 

ミュージシャンを応援でき、ミュージシャンは金銭的
な報酬を得ることができます35。一見すると従来のスポ
ンサーシップの仕組みのようですが、消費財ブランドが 

レコード会社のような役割を果たしアーティストとファンの 

参加を促している点に新しさがあります。

Whatʼs next
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+  omit text; letters, algorithm version 3, aspect ratio 3:2, change 100

近い将来、顧客基盤を拡大するには、
顧客が心を許していることを前提として
既存コミュニティに関与する、もしくは 
新たなコミュニティを構築し交流を活性
化させることが不可欠になるでしょう。

次世代のブランドはコミュニティ・ファーストで 

構築され、その後コミュニティの積極的な参加か
ら利益を得ていくことになるはずです。これは、
創業者がブランドを定義、宣伝し、販売の段階で
顧客と交流する、という長く確立されてきたマーケテ
ィングのモデルを大きく前進させるものです。Web3

技術が様々なことを可能にする世界では、創業
者はコミュニティを起点とし、コミュニティと共に
ブランドを定義し、その後にようやくマーケティン
グと収益化に取り掛かるでしょう。

実際に、Doodlesのようなブランドはすでにこの
ビジネスモデルを実証しています。Doodlesの
NFTプロジェクトは、アーティストがパステルカラ
ーでポップに描いた様々なキャラクターから成
るプロフィール画像のコレクションを提供。本プ
ロジェクトはNFTの熱狂の最中に立ち上げられ
ましたが、いきなりビジネス的な成功を収める 

代わりに、金銭・感情の両面から投資する熱烈
なファンとの緊密なつながりを作り上げました。 
これは、投機的な投資で手早く儲けようとするこ
とが常套であるこの市場において非常に珍しい
アプローチです。Doodlesが成長するにつれコミ
ュニティも拡大しており、その中の人々は積極的
にDoodlesの将来を形作る役割を担っています36。



Copyright © 2023 Accenture. All rights reserved.        25

02
 

I’m
 a

 b
el

ie
ve

r

+  photorealistic, algorithm version 4, aspect ratio 2:3, change 100

もちろん、こうしたコミュニティ起点のアプローチ
をどの程度ロイヤリティの構築に活用できるか
は、個々のブランドの特性やプロダクト、サービス
によって異なります。ファッションやホームウェア
のようなブランドは、清掃用品や自動車部品など
のブランドよりもコミュニティを通じたロイヤリティ
構築との相性がより良いかもしれません。しかし
世界人口が80億人に達する中、どんなにニッチ
な分野であれ誰もが何かしらのコミュニティに属
します。大半のブランドも、こうしたレベルにおい
てコミュニティと関与する方法を見つけ出せるは
ずです。

しかしここで、テクノロジーはあくまでも顧客の
オーナーシップを促進しエンゲージメントを高め
るための道具であり、顧客が最も興味を持つの
はテクノロジーそのものではないということを
忘れてはいけません。ブランドはWeb3技術や 

トークンについて理解を進める必要がある一方、 
多くの人々はそれが自分にとってどんな価値をも

たらすかにのみ興味があります。テクノロジーを 

ステージ裏にひっそりと佇ませ、顧客が実用的で
有益だと思える価値を提供するブランドこそが 

最も成功を収めるでしょう。

立ち上げから間もないものの、Starbucksの
トークンを基盤としたロイヤリティプログラム
「Starbucks Odyssey」はテクノロジーよりも 

リワードとエンゲージメントに重点を置きつつ 

マスマーケットの顧客に対してWeb3技術への 

敷居を下げている好例です37。実際に同社CMO

のBrady Brewer氏は、「結果としてブロックチェ
ーンとWeb3の技術を基にサービスが構築されて
いるものの、正直なところ顧客は自分がそうした 

技術を使っているとは認知していないかもしれま
せん」とコメントしています38。他のブランドもこう
した考え方に倣えば、多くの顧客がテクノロジー
にとらわれずにその恩恵を受けられる仕組みを
作ることができるでしょう。
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+  technology, digital, 35mm photography, weight +1, omit text; letters, algorithm version 4, 
aspect ratio 3:2, quality 2, change 100

これまで長らく運営されてきたオンライン・コミュニティも、新たな収益
を得るために様々な領域に手を広げています。例えばソーシャルニュ
ースサイトRedditは、ブロックチェーンのプロフィール画像を固定価格
で購入できるNFTのマーケットプレイスを立ち上げ、ウェブサイトと携帯 

アプリの中でデジタルコレクティブルのアバターを提供しています。 
こうした動きは、コミュニティを中心としたエンゲージメントが主流にな
りつつあることを示す有力な例と言えるでしょう39, 40。

Web3技術の発展により、今後ブランドが直接コミュニティと接点を作り
ながら影響を与えていくことはほぼ間違いありません。しかし「コミュニ
ティ参加者を顧客として扱うのか、それともブランドの一員として扱うの
か」といったパワーダイナミクス（力関係）については、各ブランドによっ
て定義されることが重要です。より利益をもたらす参加者のみを優先す
れば、すでにあるコミュニティが軽んじられているという感覚を持つこ
とは容易に想像できます。そこでブランドは、コミュニティが持つ力を高
めてボトムアップ型のイノベーションを可能にするような、持続的かつ 

有機的な形で顧客との関係のあり方を再構築する必要があります。
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+  color, surrealism, detailed, algorithm version 3, aspect ratio 2:3, quality 2, change 100

現在ブランドは広告プラットフォームに依存し、
どれだけのフォロワーに自社コンテンツが届く
かを決定するソーシャルメディアのアルゴリズ
ムに振り回されている状態です。しかしそもそも 

「フォロワー」という言葉自体が、一方向かつ 

浅い関係性を表していると言わざるを得ません。
新たなプロダクトやサービスの創出に対するリ
ターンとして、限定オファーや先行公開イベント
などの機会が受け取れるようになれば、 「フォロ
ワー」は次第に「ブランド参加者」へと変わってい
くでしょう。これまで多くのブランドは様々なソー
シャルメディアプラットフォーム上のグループを
通じてデジタルコミュニティを構築してきました
が、追跡や管理、そしてそこから顧客とブランドの
双方にとって価値となるものを抽出することが
困難であると感じてきました。しかしWeb3技術
に裏打ちされるコミュニティやトークンは、こうし
た悩みを解決に導く可能性を秘めています。

またインフルエンサーによるビジネスもその 

手法が変わりつつあります。インフルエンサーの
マネジメント企業はWeb3技術を活用し、ブラン
ドがインフルエンサー経由で得た利益を追跡し、
宣伝が行われた商品にフォロワーが同時に購入
した他の商品の分も加えた報酬を示す仕組み
が整備されはじめています41, 42。またインフルエ
ンサーのマネジメント企業が主催する業界イベ
ントも増加傾向にあり、コンテンツの所有権や 

収益化などクリエイターが従来のソーシャルメ
ディアで抱えてきた主な課題を解決する動きが 

進んでいます。



コミュニティの一員であることで得られる感情を人々は 
大切にしています。そして今、人々がつながり価値あるものを
共創するコミュニティを育む新たな方法を、テクノロジーが 
提供しています。それは対面の交流に取って代わるものと 

いうよりはむしろ、新たなつながり方として機能するでしょう。
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Image created using artificial intelligence
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+  futuristic, oil paint, utopia, algorithm version 4, change 100

二次流通市場を開拓しながらも再収益化に苦戦したミレ
ニアル世代の教訓を得たZ世代のクリエイターは、自身が
提供する価値に見合った報酬を求めるようになっていま
す43。アフィリエイトマーケターは分散型自律組織（DAO）
を活用し、組合のようにクリエイターの数の力を活かす実
験を通して業界の未来を積極的に切り拓いていくでしょ
う。コンバージョンへの貢献を証明できるツールの進化も
急速に進んでおり、クリエイターをアフィリエイトリンクや
紹介コード、ギフトグループへの依存から解放するかもし
れません。ソーシャルメディアプラットフォームはこれまで
クリエイターが所有権を管理し、収益化する適切な手段
を提供してきませんでしたが、Web3技術がより長期的で
正確な収益化を実現するでしょう。

テクノロジーの発展は、成長のための新しい
わくわくするようなチャネルを作り出しています。

コミュニティの一員であることで得られる感情を人々は 

大切にしています。そして今、人々がつながり価値あるも
のを共創するコミュニティを育む新たな方法を、テクノロ
ジーが提供しています。それは対面の交流に取って代わる
ものというよりはむしろ、新たなつながり方として機能す
るでしょう。
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+  aspect ratio 3:2, change 100

Web3などのテクノロジーの進化がブランドにどのような
影響を与えるかは、まだ十分な見通しが立っていません。 
しかしそれは、技術によって可能になる新たなコミュニティ
のあり方を積極的に試そうとする企業にこそ、顧客との双
方向の関係をより強固に築く機会があることを意味すると
我々は考えます。一方で、こうしたテクノロジーはあくまで
手段であり、顧客が求めるのは自身にとって価値があるも
のであるという点は常に意識されるべきです。

この30年間、多くの人々が体験を価値とする「エクスペリ
エンス・エコノミー」を過ごしてきました。しかしテクノロジ
ーの発展が、体験を超え「参加」や「所有」を促しています。 
顧客が持てるコントロールが少なければそのコミュニティ
に参加する意義は薄れますが、逆に顧客側にコントロール
が分散すればブランドの自律性は失われます。そこで企業
は、「ファンがブランド（コミュニティ）に帰属意識を感じつつ
ブランドが成長するためには、どの程度のコントロールを
顧客に委ねるべきか？」そして「その参加にはどれくらい価
値があるか？」と問うことが重要になるでしょう。
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As it was

/ AIプロンプト

Office environments usually exist within the wider 
context of a city or town

/人間による追加プロンプト

+  post-impressionist, aspect ratio 2:3, 

algorithm version 4
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仕事における「目に見えない価値」の
重要性 

オフィス勤務への復帰に関する議論が続く中、一つだけ 

はっきりしているのは、成功している企業はまだまだ少な
いということです。我々はこれまでいくつかの論点を提起し
てきましたが解決されてはおらず、様々な問題がより浮き
彫りになっています。こうした問題の多くは主にオフィス勤
務が生み出す「目に見えない価値」、言い換えれば「数値で
測ることが難しい価値」が失われていることに起因してい
ます。それはまた、パンデミック後の都市のあり方、ひいて
は都市自体の存在意義や提供価値の進化と切っても切れ
ない関係にあります。多くの人々がコロナ以前の働き方に
戻ることに消極的な姿勢を見せる一方、物理的な環境を
チームと共にして働くことで得られるメリットを切望してい
る人もいます。そこで企業のリーダーには、従業員と企業
の双方にとって合理的で有益な形を一から再定義していく
ことが求められているのです。

+  photorealistic, algorithm version 4, change 100, aspect ratio 3:2

The importance of work intangibles
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パンデミックによって人々は突如として自宅に籠ること
を余儀なくされたため、仕事の様々な面を備えたリモ
ートワーク環境を整える時間はありませんでした。ビジ
ネスを途絶えさせずに進めることが求められる状況の
中で、オフィス勤務に伴う「目に見えない価値」は失わ
れていきました。ここで言う“失われたもの”とは、対面
でのミーティングといった分かりやすいものばかりでは
ありません。雑談や偶然の出会いなどアイデアやキャリ
ア形成につながるきっかけ、偶発的に社内カルチャー
が醸成される機会もまた失われたのです。

+  photo realistic, fashion photography, diverse subjects, 22mm fujifilm, change 100, aspect ratio 3:2, algorithm version 4

いま起きていること
Whatʼs going on
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直接会って会話を交わすことがなければ、メンターシ
ップやイノベーション、文化、インクルージョンのあり
方はどうなるでしょうか。

リモートワークを続ける従業員はその様子に目が 

届きにくいがために、昇進やその他の機会を与えられ
ない可能性があります。そしてそうした従業員の多く
は、育児と仕事を両立しやすい環境を選ぶ幼い子供を
持つ親であることが考えられます。
 
オフィスへの復帰に成功したとは言い難い
状況が続いており、適切な方法で前進する 
ためにはリーダーが新たなアプローチをとる
必要があります。

アクセンチュアの調査によると、世界中の人々がオフィ
ス環境に宿る「目に見えない価値」を懐かしく思ってい
ることが分かりました。この調査に参加した中国から
の協力者は、「職場で以前行っていたチームビルディン

グ活動が懐かしいです。パンデミックによって接触を減
らさなければならず、そうした交流企画はなくなってし
まいました」と回答しています。また、インドからの協力
者は「コロナ以前は昼休憩やコーヒー休憩に同僚との
雑談を楽しんでいました。しかし、今ではそれができな
くなってしまい残念です」とコメントしています。そして、 
イギリスの協力者からは「同僚との日常的な交流や何
気ない会話がなくなってしまい寂しいです」という声も
聞かれました。

一方、同調査に参加した米国からの協力者は「自分の
会社をより身近に感じ、ありがたみを感じるようになり
ました。リモートワークによって仕事に専念できるよう
になり、様々な状況に柔軟に対応できるようになりまし
た」と語っています44。また、別の調査によるとオースト
ラリア人の35%が「もし雇用主がフルタイムでオフィス
に戻るよう強制したら、仕事を辞めるか転職先を探し
はじめる」と回答しています45。こうした回答の背後に
は、「通勤を避けたい」という人々の思いがあります。

+  photo realistic, surreal, diverse subjects, bright, 8k, hyper detailed, change 
100, aspect ratio 2:3, algorithm version 4
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これまで、「一生懸命に働くこと」と職場におけ 

る「交流やイベントを楽しむこと」は好ましいバラ
ンスを保っていました。しかし現在、在宅勤務を続
けている人々の生活からは後者のような社会的な 

側面、つまり楽しみや交友関係などがこぼれ落ち
てしまっており、そのバランスが仕事に傾きすぎて
います。Gallup社の調査によると、職場に「親友」と
呼べる間柄の人物がいる人はいない人に比べて 

2倍（32%：15%）、パンデミック時も仕事において 

強い充足感が得られていたことが報告されています46。

雇用主と従業員の間の緊張関係は深まっ
ており、目を逸らすことができなくなってい
ます。

ある統計調査では、従業員の85%が自身の「生産
性は高い」と回答する一方、「自分が率いるチー
ムの生産性の高さに自信がある」管理職の割合
はわずか12%であることが示されています47。加え
て、従業員の48%、管理職の53%が「燃え尽き症
候群気味である」と回答しています48。実際に人
のマネジメントは難しい仕事ですが、従業員の姿
が目に入る勤務環境であれば誰がどこで助けを 

必要としているかに気付くことができます。しかし
物理的に同じ環境にいなければ、これは困難です。

+  photo realism, surreal, wide shot, macro, movie scene, colorful 8k, hyper detailed, 8k, hyper detailed, 
change 100, aspect ratio 3:2, algorithm version 4
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「目に見えない価値」の喪失を捉える 
観点には、繊細かつ重要なものがいくつ
かあります。 

第一に、オフィスは仲間意識やチャレン
ジ、成功、そして目標を追求する時間を共
有しながら人々が共に過ごすための場で
あるということは大切な観点です。アクセ
ンチュアの調査では、以前オフィスで共有
していた時間を自宅でのガーデニングや
ペットの世話、昼休憩中のエクササイズと
いった一人でできる活動に置き換えてい
ますが、人々は仲間と囲む食事、世間話や
カルチャーにまつわる他愛もない話題を
共有する時間を懐かしく思っていることが
分かりました49。
 

また同僚や部下の成長に関わるメンタ
ーシップについても、対面で行った方が
より相手に伝わりやすいことがあります。
職業における典型的な学習モデルでは、 
スキル習得に寄与する様々な実践のうち

70%が「業務を通じた経験」、20%が「手
本となる人物の観察や、そうした人との議
論」、そして残りの10%が「研修コースなど
の学習」で構成されると言われています50。
とりわけ若手社員は手本となる人物の姿
を見ながら直接学ぶ環境がないことで、
成長が遅れる可能性があります。

確認作業も、同じ場所で業務を進める方
がより簡単かつ効果的なことが多いで 

しょう。メールやチャットだけのやりとり
では、相手の声の抑揚や身振り、顔の表
情から得られる情報がないため、対面ほ
ど充実感や安定感は得られません。また 

物理的に離れていると、何気ないフィード
バックを日常的に行うことはほぼ不可能
です。なぜならリモート環境はカジュアル
な会話を交わす機会を一切排除し、電話
で話す時間を事前にメールやチャットで 

わざわざ調整しなければならないからです51。

+  photo-realistic, vibrant, hyper-realistic, diverse, textured, hyper-realistic, film, vibrant, change 100,  
aspect ratio 3:2, algorithm version 4
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第二に、一人として同じ人間はいないように、どの
チームも異なっているということも重要な視点で
す。例えばクリエイティブのチームは環境を共に
することで互いの感覚を共有しアイデアを思いつ
くかもしれませんが、絶対的な集中力を必要とす
る業務は自宅というパーソナルな環境で誰にも 

邪魔されずに取り組む方が良いかもしれません。
また個人単位で見ると、内向的で自分のペースで
仕事をしてきた人はパンデミック以前の勤務環境
に戻りたがらないかもしれません。一方、外向的
な人は活気のあるオフィス環境でこそ生き生きと 

仕事ができるでしょう。こうした両極端のケース
を考慮しながら新たな働き方を模索することが、 
企業のリーダーに求められているのです。

そしてアウトカム（成果）の評価は「見込み顧客に
どれだけフォローアップを行ったか」や「売上高」
のような定量的な指標のみで測定されるのでは
なく、仕事という体験における質的な要素も含ま
れるべきでしょう。仕事で感じる「楽しさ」の重要性
は、決して過小評価されるべきではありません。+  surrealist, algorithm version 4

第三の視点は、アウトプット（結果）とアウトカム（成果）についてです。一般的に 

「生産性を測る」時はその焦点をアウトプット（結果）に当てていることが多く、 

より本質的に重要なアウトカム（成果）の評価ができていないことがあります52。
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イノベーションの営みは、無意識に周囲を観察することで 
活性化されます。日 の々暮らしに彩りをもたらすのは、在宅勤務の 

環境の外で触れる世界です。もし従業員が誰一人として 
新しい分野や潮流に意欲や興味を持とうとしなければ、 
イノベーションをもたらす創造性は欠けていくでしょう。
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Image created using artificial intelligence
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+  photo-realistic, vibrant, macro shot, hyper-realistic, diverse, textured, hyper-realistic, 
colorful, change 100, aspect ratio 3:2, algorithm version 4

新型コロナウイルス感染症によって多くの 

人々が自宅で過ごすことを余儀なくされた時、
自発的に起こる物事は隅に追いやられ、今なお 

企業のイノベーションに影響を及ぼしています。
マサチューセッツ工科大学の研究では、従業員
同士が離れ離れになることで最も損なわれる
のはイノベーションを促進する人間関係であ
るという結果が出ています53。イノベーションの 

営みは、無意識に周囲を観察することで活性化
されます。日々の暮らしに彩りをもたらすのは、
在宅勤務の環境の外で触れる世界です。もし従
業員が誰一人として新しい分野や潮流に意欲
や興味を持とうとしなければ、イノベーションを
もたらす創造性は欠けていくでしょう。言い換え
れば、常に自宅に閉じこもっている人は、世の
中がどのように前進しはじめているのかを見て
刺激を受け、そこで解決すべき問題は何かを見

極めるだけでなく、そうして進化する世界に参加
する機会を逃しているとも言えるのです。

企業向け動画配信サービスRampの共同CEOで
あるNeal Stanton氏は、Forbesで次のように述べ
ています。「リーダーが直面している最大のチャレ
ンジは、企業の継続的な存続と収益性を確保す
ることであり、この二つの要素は個人だけでなく 

チームのパフォーマンスに紐づいています。特に 

チームとしてのパフォーマンスでは、コラボレーシ
ョン、創造性、イノベーション、生産性が結びつき、
相互に依存しています」54。Stanton氏が挙げたよ
うな「目に見える価値」は「目に見えない価値」に
よって意味が与えられより望ましいものになりま
すが、そうした「目に見えない価値」の多くが急速
に移行したリモート環境の中で失われました。
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とりわけ2020年3月以降に入社した世代は、「目に見え
ない価値」の恩恵を意義ある確かな形で日常的に受け
取る経験をしていません。このことは、彼、彼女らが自ら
のキャリアにおいて何を学びどのように成長するかだけ
でなく、仕事という経験について何を感じるかも必然的
に変化させるでしょう。また、将来的にキャリアを形成す
る上で欠かせないネットワークを構築する機会も失わ
れる可能性があります。

本レポートの発表時には、すでに直近3年間に入社し
た従業員がこうした影響を受けていることになります。 
これは労働人口のかなりの割合を占め、その割合は 

年々増加します。こうした従業員は、年次が上のメンバ
ーと疎遠になったり、単に仕事そのものにあまり興味を
持たなくなったりする可能性があります。
 

仕事における「目に見えない価値」に関する問題は、 
我々アクセンチュアにも影響を及ぼしています。ハイブ
リッドな働き方は当初、実験的な取り組みとして徐々に 

調整を加えていけば上手く進められるものと考えられ
ていました。しかし時間が経つにつれ、有効な解決策の 

ためには働き方を再構築する確固たる姿勢や集中的な
取り組みが必要であることが分かってきました。

+  hyper realism, futuristic, surrealism, movie scene, diverse, hyper-realistic, change 100, aspect ratio 3:2, algorithm version 4
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ワークプレイス（職場環境）のデザインは、従業員の 

新たな期待にまだ追いつくことができていません。 
企業は既にあるものを最適化するのではなく、「目に見
える価値」と「目に見えない価値」の両者を意識しながら 

新たな働き方をゼロから想像し直す必要があります。 
「目に見えない価値」は“あれば尚良いもの”ではなく 

“不可欠なもの”として扱われるべきであり、実現に 

あたってはリーダーの100%のコミットメントが求めら
れます。この変革は単に方針を掲げるだけではうまくい
かず、自らの戦略に自信を持ち、効果を生み出すための
努力が必要です。

+  futuristic, surrealism, movie scene, diverse, photo realism, 
diverse subject, optimistic, 8k ada, aspect ratio 2:3, algorithm version 4

こうした変革に取り組む企業は大別すると、交渉の余
地が無い「指示的なアプローチ」、もしくは議論を基に
した「民主的なアプローチ」のいずれかの方法をとって
います。前者はリーダーが期待することをトップダウン
型で示し、従業員が抱えるリスクがあろうとも強行す
るアプローチです。後者は従業員を意思決定のプロセ
スに参加させ、彼らの現在の生活における優先順位や 

日々の業務体験に求めているものと、ビジネス目標と
を照らし合わせた上で、その妥協点を見出そうとするや
り方です。しかしながら我々は、このどちらも真に有効
な手立てでないと考えています。

次に起こること
Whatʼs next
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+  algorithm version 4

我々は解決策とは常に、目的を明確にしてはじめて 

見出されると信じています。そしてそうした明確な目的
こそ、具体的な方針を明らかにします。従ってCEOは、 
自社が目指す先とそこへ到達するために社員が果たす
べき役割を明確にし、そうした意向に沿わない社員は
失ってもやむなしと思えるほどの確固たる信念を持た
なければなりません。その際、先に述べたトップダウン
型にならないよう、「ライフ起点」のアプローチを取り入
れることも大切です。

「ライフ起点」のアプローチを実現するには、リーダー
と管理職の役割にある程度「イベントマネジメント」の
要素を組み込む必要があるでしょう。無料のコーヒー 

以外にも、社員がオフィスに来たくなるイベントを企画
するなど、社員の通勤時間を「報いる仕組み」を設計す
ることが求められているのです。 

人々に通勤時間を費やしてもらうには、ハイブリッドな
働き方に「目に見えない価値」を組み込むための適切
な投資が必要です。つまり白紙の状態からスタートし、
いかなる提案であれ従業員にとっての価値が十分に 

吟味できるまでは排除しない、ゼロベースのアプローチ
が求められます。 「目に見えない価値」をハイブリッドな
働き方に組み込むためには、解決策を生み出す想像力
とそれを定着させるための十分な推進力が必要です。
自発的に起こる物事を計画するという考え方は無謀に
聞こえるかもしれません。しかし、創造性を発揮すれば
可能です。ありきたりながらも例として、不特定の少人
数で毎週コーヒーを片手に仕事とは無関係の会話を
30分ほど楽しむなど、余白の時間を作り出す方法はい
くらでも考えられます。仕事の成功を祝い、アイデアを
共有し、人間関係を構築し、雑談をするための時間は、
しっかりと確保されるべきなのです。

従業員が積極的にオフィスに来る唯一の 
理由は、コミュニティや人間関係の形成、そし
てキャリアを豊かにする機会が約束されてい
るからであり、それらを実現する責任はリーダ   
 ーにあります。
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在宅勤務では享受できない「目に見えない価
値」を確保するために、社員がオフィスにいる
日はオンラインミーティングを減らすという新し
いルールも必要かもしれません。

一日中ヘッドフォンで通話をしていたら、たとえオフィス
に出勤していたとしてもその場から切り離されているこ
とに変わりありません。ミーティングの日程調整におい
ても、招待される相手がオフィスに出勤する日であれば
それを理由にリスケジュールが容認されるべきかもし
れません。実際、デジタルカレンダーには大幅にリデザ
インする余地がありそうです。

どのようなツールを導入するかは、働き方のリデザイン
において重要な要素です。そこでリーダーには、それぞ
れのツールがハイブリッドな働き方に適しているかどう
かを精査し、不十分なものは切り捨てる判断が必要で
す。また、従業員は自分たちにとって何が有効で、何が
不必要なペインを生むかについて意見を持っているは
ずです。同時に、すでに効率化を図る方法を見つけてい
ることも多いため、企業は従業員を議論に参加させる
ことで検討の時間やコストを節約できるでしょう。

また、オフィス空間のデザインも重要です。すでにいくつ
かの企業では従業員同士がより深くつながれる空間を
作り出しています。 

少しマクロな視点から「オフィス」という場所を捉える
と、都市や街といったより広いコンテクストの中に存在
していると言えます。そしてこの視点の切り替えが、「目
に見えない価値」を提供するための戦略を考える上で
大切になってきます。都市が提供するもの（そしてその
手段）はオフィスワーカーにとっての「働く」という体験
の一部であり、いわば「都市・職場・家庭」という三角地
帯は人々が日常生活の中で「目に見えない価値」を受
け取る枠組みなのです。様々なお店やランチスポット、
歩く時に横切る風景さえも、通勤する価値を生み出す
要素になり得ます。この視点で見ると、ロンドンにおい
て「金曜は家で過ごす日」になり、「木曜夜は新たな金
曜」という新たな慣習のもとで社交の時間が週の前半
に移されている動きも無関係ではなさそうです55。

+  colorful
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多くの都市が独自の魅力を考え、世界中から優秀な人
材を惹きつけて住み続けてもらう方法を模索していま
す。例えばサウジアラビアの新都市The Lineは再生可
能エネルギーのみで運営されており、最終的には900

万人が住み、住民の日常的なニーズが徒歩5分以内で
満たせるようにする計画です56。また、よりコミュニティ
中心の考え方に基づいて移動のしやすさが検討され、
車が入れないエリアの拡大、公共交通や自転車レーン
の整備が進んでいます。バルセロナは都会の喧騒の中
に緑豊かな空間「グリーンハブ」を作る空間計画に取り
組んでおり57、パリでは子どもたちにとってより安全な街
づくりを目指して「通学路」専用の道を導入しています58。

企業のリーダーはどのようなアプローチが自社のビジ
ネスと従業員にとって最も有益かを判断する必要があ
ります。そのためには人々が働く場所だけでなく、どの
ように働くか、そして雇用者と従業員の間で金銭を超え
たどのような価値を交換できるかを検討しなければな
りません。場合によっては、従業員が望んでいることが
実は従業員自身の仕事にまつわる体験を損なう可能
性があることを明確にする必要があるかもしれません。
そうした提案はたとえ困難が伴うとしても、きっとやり
抜く価値があるでしょう。

+  futuristic, surrealism, diverse subject, optimistic, 8k, change 100, aspect ratio 3:2, algorithm version 4



OK, Creativity
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+  aspect ratio 16:9, change 100
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AI（人工知能）は新たな境地へと踏み出し、人間が生ま
れ持った創造性を後押しする存在になっています。これ
までは企業が反復的なタスクを処理するためのツール
でしかなかったAIは、今や創造的なプロセスの一部を担
う誰もが頼れる副操縦士のようです。これにより、人間
は突如としてわずかな労力で、あるいは多少のスキル
を習得するだけで、ある程度の品質の文章や画像、ビデ
オコンテンツを生み出せるようになりました。驚異的な
スピードでAIが発展する中、企業はこれについて考え、 
一定の水準を満たすコンテンツが溢れる中で際立つ方法
を見出す必要があります。

+  33mm, extremely realistic, hyper detailed, change 100, aspect ratio 16:9 

AIは今、人々のクリエイティビティに
委ねられています

AI is now in people’s hands for creativity



Copyright © 2023 Accenture. All rights reserved.        47

04
 

O
K

, C
re

at
iv

ity

かつてAIに関する話題が広がりはじめた頃、多くの人々が自分の仕事が 

自動化されるのではないかと恐れました。一方、クリエイティブな分野に携
わる人々は「創造性は人間特有の能力であり、AIには置き換えられない」と
信じてそれほど懸念していませんでした。しかしテクノロジーの飛躍的な進歩
と2022年の新たなツールの登場と共に状況は急速に変化し、誰もがテク
ノロジーによる創造性を手に入れることができるようになりました59。 

「創造性」の定義は様々あるものの、本レポートの文脈では「新しいモノを
生み出す能力」とします。より具体的には、芸術作品や本、音楽などの形を
生み出すプロセスとも言えるでしょう。創造性は外的環境や社会規範の影
響を受けつつ、それらに従う・拒否する・変えようとする人間の動きと共に
文化を発展させてきました。そしてテクノロジーが今、自身に内在する創造
力を解き放とうとするすべての人に寄り添う副操縦士のような存在になっ
てきています。

いま起きていること

 +  50mm, hyper realistic, 8k, algorithm version 4, aspect ratio 3:2 

Whatʼs going on



Copyright © 2023 Accenture. All rights reserved.        48

04
 

O
K

, C
re

at
iv

ity

他方で、新しいテクノロジーの出現を脅威と感じる反
応は人間の精神に組み込まれているようです。写真技
術が発明された時、人々は奇妙だと感じ現実を絵画
で表現する芸術が脅かされるのではないかと心配し
ました60。しかし蓋を開けてみれば、写真は印象派や 

シュルレアリスム（超現実主義）など新しい芸術運動
が起こるきっかけになりました。実際、写真そのものも
記録の目的で現実を切り取る実用性以上の表現をも
たらし、世界をさらに豊かなものにしたクリエイティブ
な芸術の一つです。

+  aspect ratio 16:9, change 100   
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そのようなツールは、人間がアイデアをどう発展させ
るかを考えたり、全く新たな可能性を提示して人間の 

発想を後押ししたりと、創造的なプロセスの効率化を
助けます。しかしテクノロジーは単に効率化のための手
段を超えて、新たな可能性を拓く創造的なキャンバスへ
と急速に進化を遂げています。

人工知能でもより広い定義の中にまとめられることが
多いニューラルネットワークやディープラーニングを、 
本レポートにおいて「AI」と呼ぶことにしましょう。という
のも、人々はこの意味において「AI」という言葉を使うこ
とになると我々は考えているからです。直近1年間にお
いて、「AI」は目覚ましいスピードでクリエイティブの分
野で新境地を開拓してきました。テクノロジーは確かに
この原動力ですが、特筆すべきなのは一般の人々がデ
ィープラーニングを利用できるようになったことでイノ
ベーションの波が広がっている点です。

+  50 mm, hyper detailed, 8k, aspect ratio 1:1 

これまでテクノロジーが創造性に与えてきた
影響は、プロセスを効率化するツールに限定
されていました。
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1956年に初めて紹介されて以来、「AI」はその後何十
年間もニュースを賑わせています。1997年には人間
のチェスプレーヤーを打ち負かし、2011年には米国の 

クイズ番組『Jeopardy!』で人間相手に勝利61。よく関連
付けられる使用例として自動運転や検索・レコメンド
エンジン、音声アシスタント、顔認識があるように、基本
的に「AI」は人々に提供されるサービスのために企業や 

ブランドによって活用されてきました。

しかし最近になってニューラルネットワークが言語や
画像、音楽を創り出すために広く利用できるようにな
り、「AI」が創造的な営みを助けるツールとして一般の 

人々の手に渡っています。

例えば言語の領域では、「AI」のニューラルネットワー
クは1,750億のパラメータを持つ言語モデルに基づい
て文章を作成するために使われています62。もちろん 

人間によって編集された方がよりよいものにはなりま
すが、「AI」だけでもブログやメール、記事のための文章
であれば十分なほど洗練されています。

本レポートの作 成を進めている最 中にも
ChatGPTが登場し、正確で有用な文章を作成
する「AI」の能力が大きく飛躍したことを証拠
付けると同時に、検索エンジンに対する強力な
ライバルになる可能性が示唆されています63。

また音の領域でも発展が見られます。Googleはリサー
チプロジェクト「Magenta」でニューラルネットワークを 

アートや音楽のクリエイティブツールとしてどのように 

活用しうるか研究を進めています。アプリケーションも登
場しており、歌詞の作成を助けるJarvis64,65や、曲を様々
なジャンルやスタイルで初歩的な歌唱を含んだ形で生成
するJukeboxなどがあります66。+  50mm, hyper detailed, 8k 
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画像の領域では、クローズドソース（有料のDiscord 

Botからアクセス可能）のディープラーニングモデルを
用いたMidjourneyで文章さらには他の画像から新た
な画像を生成することができます67。非常に活発なクリ
エイターのユーザーコミュニティーができており、実際
Accenture Life Trends 2023の構想段階でもアクセ
ンチュアの世界中のデザイナーがMidjourneyを使って 

各々のアイデアピッチを視覚化しました。

Midjourneyに先駆けてリリースされ同じく有料のクロ
ーズドソースで提供するDall-E2は、本レポート執筆時点
で150万人のアクティブユーザーを擁し、一日200万
枚の固有の画像を生成しています68,69。また、2022年
9月に登場したStable Diffusionには全チャネルで 

すでに1,000万人超のユーザーが存在します。重要な
のは、Stable Diffusionは有料オプション（生成の高速
化）を備えつつも基本的にはオープンソースであると
いうことです70。そのため、この短期間に驚くほど多くの 

イノベーションを起こしています。

これまでは裏方として企業やサービスに活用
されてきたAIは、目に見える形で人々の生活
のあらゆる場面に適用できるものへと変化 
しています。この変化は、かつてコンピュータ
ーの力が、メインフレーム（大型コンピューター 
システム）からパーソナルコンピューターへと移行
したのとよく似ています。

では、こうした変化は何を意味するのでしょうか。コン
ピューターは非常に有能で、多くのことをすでに人間よ
りも上手くこなします。しかし必要に応じて動作するも
ので、人間によってプログラムされなければアイデアを 

生み出すことはできません。そして「AI」は想像力を持
たないために、魅力的なコンセプトの映画や広告キャ
ンペーンを立案することはできず、芸術に力を与えると 

考えられている「作者の心」も持っていません。

しかし「A I」へのアクセスが容易になることで、 
今後多くのクリエイティブツールやウェブサイト、
アプリに組み込まれ、ユーザーの言語、文化、 
年齢、能力を問わずあらゆる人にとって使いや
すい形になることが予想されます。この発展に
よって個人の活動はこれまでの世代よりもはる
かに豊かなものになり、それによりブランドや 

ビジネスにとっての機会も生まれていくでしょう。

+  world, aspect ratio 2:3 
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より多くの人々がディープラーニング技術を容易に使える 
ようになることで、クリエイティビティが存続の危機に瀕するの
ではないかと懸念する声もあります。しかし現在のこの動きも 
また、人間の進歩の過程で起こる変化の一つに過ぎないと

我々は考えています。
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Image created using artificial intelligence



Copyright © 2023 Accenture. All rights reserved.        53

04
 

O
K

, C
re

at
iv

ity

テクノロジーの発展により、驚異的なスピードで
「未来」が「今」になりつつあります。ベンチャー
キャピタリストのDaniel EcklerがTwitterフィー
ドで紹介しているように、次 と々登場する新しい 

ツールとともに「AI」は創造力の爆発を起こし 

続けるでしょう71。医療研究を加速させる合成脳
スキャン画像の生成、オンデマンドのインテリ
アデザイン、プレゼンテーション用のストック写真、 

ハリウッドスタイルの映像効果、ビデオゲーム
用のなめらかなテクスチャ、新しいストリーミ 

ングコンテンツを生み出す新種の高速アニメー
ション、その場ですぐ動かせるビデオや本のコ
ンテンツ、コンセプトアート、デザインツールや 

ソフトウェア用プラグインなど、ビジネス向けに
応用できる数々の画期的な活用方法に遅れず
についていくことは、ほぼ不可能に近いと言え 

ます72,73,74,75,76,77,78,79。 

Googleは「AI」でテキストから 3D オブジェクトの
生成を試みるDreamFusionのPoCについての論
文をすでに公開しており、Metaもまた少数の単語
から高品質のビデオを生成するMake-A-Videoを
発表しました80,81。こうした「AI」が完全な没入型
空間を創り出す日も近いかもしれません82。Fjord 

Trends 2022では、「次なる開拓地」のトレンドで
メタバースとその将来の発展性について考察しま
した。ひとつ我々が予測していなかったのは、「AI」
がメタバースを構築する最適なツールとなる可能
性です。この可能性は昨今ますます高まってきて
いるように感じられます。

より多くの人々がディープラーニング技術を容易
に使えるようになることで、クリエイティビティが 

存続の危機に瀕するのではないかと懸念する声も
あります。しかし現在のこの動きもまた、人間の進
歩の過程で起こる変化の一つに過ぎないと我々は
考えています。テクノロジーの進歩にはプラスとマ
イナスの両面が存在します。以降、議論の的になり
そうなポイントを考えてみます。

次に起こること

+  algorithm, version 4

Whatʼs next
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まずは、クリエイティビティについてのプラスの側
面です。クリエイティブの過程で最も難しいのは、
ゼロからイチに進むところです。すなわち、真っ白
なキャンバスに最初の点を描くことです。ニュー
ラルネットワークは人々がクリエイティブ活動を
はじめる最初の一歩を助け、さらにそれを磨き上
げ、完成度の高い成果物を生み出せるようにして
くれるでしょう。

望めば 誰もが使えるツールとして、 
「AI」は創造性の新たな波を大きなスケ
ールで起こしていきます。

生み出されるものには、まだ見ぬ可能性を感じ
させるアートや電子音楽、そしてより洗練された 

文章といった様々なジャンルが含まれます。

次に、効率化の観点です。新しいコンテンツを 

作成するスピードは、「AI」によって格段に短縮さ
れます。また、つい最近までオンラインの画像検
索の結果にはムラがありましたが、現在ではより
想像力を持つ豊かな画像を選びつつあります。 

そして視聴者に合わせて柔軟にプログラムされ
るコンテンツを作成できるようになるなど、将来
的にはコンテンツ自体が静的なものから動的な
ものになっていくと信じるに足る状況にあります。

さらに、「AI」によってブランドのスタイルガイドラ
インに合わせたコンテンツがより素早く作成でき
たり、ブランドに準拠した形で容易にイベントや
ニュース、顧客からの苦情に対応できたりするで
しょう。人間による監督をほぼ介さずとも適切に
応答する「AI」をプログラムできる可能性すらある
のです。

プラス面／ユートピア

+  aspect ratio 16:9, change 100   

Good/utopian
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自らの存在が「AI」によって取って代わられてしまうのではないかと 
いう懸念に対しては、慎重に対応する必要があります。

このような懸念に対しては、「AI」が何であるか、つまり人々が生まれ持った創造性
をさらに探求することを可能にするツールであることが説明されるべきです。現時
点における「AI」の進化が関係しているのはほぼクリエイティブ業界であり、一部の
人々が懸念するような暗い将来像を作り出すことはないでしょう。

また、プロのクリエイターが「AI」に関する取り組みに不参加を選択し、自身の作品
の著作権を保持する方法はまだ明確になっていません。例えば、あるクリエイター
の作品が「AI」モデルによって他のクリエイターの作品と混ざり合った時、著作権の 

問題はどのように整理されるのでしょうか。AIプラットフォームには、「AI」に学習さ
せるコンテンツに責任を持ち、損害をもたらすような行為を制限し、人々やアーティ
ストの権利を守ることが求められています83。

加えて、「AI」が生成するアウトプットの質はその素地となるデータの質に完全に 

依存するため、事実上バイアス（偏見）を回避することは不可能です。この問題は
将来的には解決されるかもしれませんが、基礎的な「ガードレール」しかない現状
では、最大のデータセットが必ずしも全ての文化や考え方を代表するわけではない
という事実から生じ得るリスクを念頭に置く必要があるでしょう。機械学習が作成
するコンテンツが世界中の全コンテンツの過半数を占めた時（これは思いのほか
早く起こり得ます）、ソーシャルメディア同様に自身と近い価値観の中に閉じ込めら
れてしまうエコーチェンバー現象を際限無く繰り返す懸念も挙げられます。また、 

もし「AI」生成のコンテンツを「AI」が使用しさらに他のコンテンツを生成した場合、 

さほど有用でも、面白くも、創造的でもなくなる可能性もあります。

マイナス面／ディストピア

+  fine art, photography, aspect ratio 3:2, algorithm version 4, style 750, style 5000, quality 2, uplight

Bad/dystopian
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「AI」が発展しているスピードを踏まえると、企業はこれ
らの課題について現在進行形で検討を進めるべきでし
ょう。例えば、アクセンチュア ソング傘下のDroga5では
「AI」を用いて世界中のオフィスで116点もの革新的な芸
術作品を生み出しています。これらの作品は、オンライ
ン展示スペースとアイルランドのダブリンにおいて物理
的な形で展示されています84。多くの人々にとって、今が
まさに「AI」が日常生活に溶け込みはじめる時なのかも
しれません。クリエイティブ活動のための「AI」はメイン
ストリームとなり、そう遠くないうちに子供たちが宿題を
表現するために使いはじめるようになるでしょう。

こうした「AI」の発展はメタバースや没入型の世界にも
影響を及ぼします。クリエイターたちはすでに、Stable 

Diffusionを使って現実の部屋や環境に「AI」画像レイ
ヤーの投影を楽しんでいます85。人々がゲームや体験の
ために画像や世界を生み出せるようになると、世界観の 

構築とコンテンツ制作におけるパワーダイナミクス（力
関係）が変化します。このスピードでテクノロジーの発展
が続けば、数か月または数年以内に人々が独自のメタバ
ース空間（ゲームの世界や体験）を一斉に作り出せるよ
うになる可能性が非常に高いと考えられます。そうなれ
ば必然的に、各人が作り出す空間の線引きをしつつそれ
らをつなぐことに対する市場ニーズが生まれ、そこに価値
ある新たなビジネスが生まれるでしょう。

ユーザーによって作り出されたクリエイティブな
コンテンツが溢れる世界で企業はどのようにし
て影響力を持ち得るのか、その方策を見出さな
ければなりません。

状況が刻々と変化する中、企業は新たなコンテンツ 

戦略に移行する必要があります。3Dコンテンツを大量
に制作する傍ら、コンセプトと質の両面で一般人による 

作品を凌駕し注目を集めるコンテンツを生み出せるチー
ムに体制を変えていくのです。新しいツールの使用方法
を学び「AI」に対する理解を深めるために、チームにはス
キルアップが求められるでしょう。また、個人としての能
力とプロとして求められる能力の境界がどこにあるのか
を強く認識してもらうことも重要です。

また以前は熟練のデザイナーの仕事であった画像、 
ビデオ、文章の作成が誰にでもできるようになったことで、
「クリエイター」と呼ばれる人口は拡大しました。かつ
てプレゼンテーションのソフトウェアが人々の説明し 

説得する力を劇的に変化させたように、今後ニューラル
ネットワークはより魅力的なプレゼンテーションを生み
出す力を向上させ、あらゆる従業員がより簡単にストー
リーテリングを行えるようになるでしょう。
 

+  aspect ratio 16:9, change 100, test, creative
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マーケターも機械学習から新たな恩恵を受けるでしょ
う。CMOは近い将来、実際の写真撮影の前に「AI」生成の
画像をコンセプトイメージとして使用したり、大規模キャン
ペーンの本番制作より前に「AI」生成のビデオをオーディエ
ンステストに使用したりするかもしれません。また、メタバー
ス空間でブランドを訴求する3Dグラフィックスを生成する
ことさえありえます。このようにテクノロジーを活用すること
でキャンペーンの早い段階から命を吹き込むことができれ
ば、最終的により素早く高品質な成果物を生み出せるかも
しれません。

人間は誰もがある程度の創造性を持っていますが、その
探求を助ける「AI」とアウトプットの質との間には興味深
い緊張関係があります。優れたもの生み出すにはクラフト 

（技巧）が必要です。そしてその技巧もまた、新たなツール
の登場と共に進化しなければなりません。こうした点から、
今後「AI」がプロの環境でクリエイティブな仕事に適用され
る際の質と基準をめぐって議論が深まっていくと我々は予想
しています86。仮に新人がテクノロジーを駆使することで十
分に良い作品を生み出せるのであれば、経験のあるデザイ
ナーにさらなる投資をする必要はなくなるでしょうか。しか
し気を付けなければアウトプットの質が落ちることになりか
ねないため、十分に議論を重ねる必要があります。

前述の例に戻ると、写真技術は大衆の手に届くまでに数
十年を要しました。しかし「AI」が同様の水準に達するには 

おそらく数か月しかかからず、人々の役割に大きな影響を与
えるでしょう。ソーシャルメディアプラットフォーム等、視覚
的なコンテンツに大きく依存するビジネスはほぼ一夜にして
変容する可能性があります。個人レベルでは、各々の創造性
を助ける新たな力として仕事や家庭における営みに組み込
まれ、生活そのものに影響を与えていくことでしょう。

「AI」の発展は諸刃の剣であり、創造性を発揮する力を 

人々の手にもたらすと同時に奪い去ります。この両方の影響
に直面することになる企業やブランドは、優れたクリエイテ
ィブコンテンツが溢れる環境の中でも見つけてもらえるだ
けの方策を編み出し、自らのイノベーションの速度と独創性
を高めるために新しいツールで何ができるのかを想像する 

必要があります。

+  weight +1, omit text; letters, algorithm version 4, 
aspect ratio 3:2, change 100

また、これまでのほとんどの新興テクノ
ロジーと同様に、法的および倫理的な
影響に関する未解決の問題が残って
います。社内の法務やコンプライアンス
部門と相談しながら、テクノロジー利用
の拡大に伴って状況がどう変化するか 
常にチェックし続けることも重要になる
でしょう。



Signed, sealed, delivered
デジタルウォレットと 私のデータの行方

/ AIプロンプト

Digital identity, objects and assets

/ 人間によるプロンプト

+  aspect ratio 16:9, change 100
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デジタルウォレット：
受け入れられるか否か
現在デジタルアイデンティティは重大な局面を迎えてお
り、ブランドはこのトピックを注視する必要があります。
個人情報の扱われ方、さらには悪用が是正されることは
これまで長く待ち望まれてきましたが、IDや決済情報、
会員カード等を表すトークンをまとめるデジタルウォレ
ットによって人々が自らの個人情報のコントロールを 

取り戻す日は近いかもしれません。ここで重要な点は、
企業にどれだけのデータを共有するかを人々が自分で
決められるようになっていくということです。これは企業
にとって、Cookie規制によって得られなくなったデータ
を生活者が自発的に共有する1stパーティデータに置き
換えることを意味するかもしれません。生活者にとって
価値あるコンセプトをデザインし、最も大切な個人情
報をテクノロジーが安全に保つことができると信頼して
もらうには、細部にまで気を配ることが重要です。受け
入れてもらう道を築くのは、容易なことではありません。

+  algorithm version 4, aspect ratio 3:2, change 100​

Digital wallets: a question of adoption
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プライバシーは人々の基本的な権利です。しかし今日の
オンライン上の体験は、企業が人々のデータをどのよう
に使用しているかという点で透明性に欠けており、信頼
は低下の一途を辿っています。ソフトウェアマーケットプ
レイスのG2によると、米国では86%の人々が「自分のデ
ータのプライバシーに対する不安が増している」と回答
し、78%は収集されるデータの量についても懸念を表し
ました。しかしその一方で、依然としてパーソナライゼー
ションを望んでいることも分かっています87。

いま起きていること

+  design, photo realistic, aspect ratio 4:1, change 100

Whatʼs going on
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ダークパターン（特定の選択をするよう誘導または大き
く影響を与えるUX/UI）はインターネット上でユーザー
を騙し、データ、お金、時間を引き出す手段でした。そこ
で得られた3rdパーティCookieはリターゲティングす
るために使われ、人々をブランドのサイトに呼び戻して
は商品を購入させようとします。広告のネットワークは 

膨大な量のユーザーデータを保有しており、病歴、性的
指向、支持する政党などのセンシティブな情報にもアク
セスできる可能性があります。問題は、場合によっては
これらの情報が人々の実名に紐づけられていること、 

さらにそれがどの程度広範囲に行われているかがはっき
りしないことです。

プライバシーに対する懸念に加え、人 の々インタ
ーネット上での体験におけるフリクションは増大
しています。

Cookie設定の確認を求める表示はポップアップ広告
と同じくらい煩わしく、ユーザーは新しいサイトやサー
ビス提供者ごとにデータを一から提供することを求め
られます。今日、ユーザーは平均して100を超えるユー
ザー名とパスワードを覚えることを余儀なくされてお
り、さらにそれぞれが固有のもので、大文字と小文字、 

数字、特殊文字を使用しなくてならないなど特定のル
ールに従っている必要があります88。こうした体験は 

非常に断片的で、人々の不安を掻き立てるものです。 

というのも、ユーザーは一日に何度も個人情報を収集
しようとするブランドと対峙し、個人情報を入力しなけ
ればならないからです。

+  ambient, cinematic, rim light, pastel colors, well detailed, aspect ratio 2:3, 
algorithm version 4​
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+  35 mm, 3d render, cinematic, geometric, aspect ratio 3:2, algorithm version 4

この体験がもたらす精神的な負担は大きく、新たな仕事、活動、 

小売店、ソーシャルメディアプラットフォーム、または金融取引と共に
増えていきます。しかしこうしたデジタル世界の現状に、変化の兆しが 

見えています。

2023年、Googleは3rdパーティCookieを段階的に廃止します。これに
より企業は、顧客にブランドを訴求するために3rdパーティCookieに 

依存しない、より透明性が高くプライバシー重視のマーケティングアプ
ローチを考案せざるを得なくなります89。しかし、現時点で実行可能な
代替手段と、広告会社が人々のデータを収集する旧来の方法との間に
はギャップがあり、マーケティング業界には不安が広がっています。

2021年の時点で、マーケターの83%が3rdパーティCookieにマーケ
ティング戦略の一部を依存しています90。2022年2月のG2の記事で
は、マーケターの44%が2022年に2021年と同じ目標を達成するには 

支出を5倍（5%から25%）に増加させる必要があると予測したと紹介
されています91。
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デジタル上の所有権を担保するブロックチェーン技術
は、デジタルウォレットに保有されたNFT（譲渡できな
い非代替性トークン）を通じてユーザーがデジタルアイ
デンティティをコントロールできるようにし、力関係を
ユーザー側に有利に変えています。「トークン」を分か
りやすく例えてみましょう。イベント会場でクロークに 

コートを預けるとチケットを渡されますが、おそらくそれ
にはコートがかかっているハンガーの番号と一致する固
有の番号が記されているでしょう。この小さな紙切れは
そのコートを表す物理的なトークンであり、誰がそれを
所有しているかを証明する役割を果たします。

+  8bit digital art, octane render, 3d mixed media, aspect ratio 3:2, algorithm version 4

現在、私たちの生活の中にあるトークンは、重要なもの
から有用なもの、永続的なものからごく短期のものまで
多岐にわたります。重要性の高いトークンは通常、譲渡
できません。この中には、個人が誰であるかを証明する
もの（出生証明書、パスポート、市民権カード等）もあ
れば、特定の目的のために重要なもの（運転免許証、 

医療記録、卒業証明書、従業員IDカード、住宅所有者の
証書等）もあります。トークン化の広がりは、個人を特定
する情報を作成する機関、すなわち個人情報を管轄する
政府機関や学位を授与する大学等にとって重要である
のと同様、ブランドにとっても非常に重要です。

トークン化が人 と々マーケターの双方にとってWin-Winとなる 
兆しが見られます。
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+  isometric, render, aspect ratio 3:2, algorithm version 4​

ブロックチェーン上に構築されたオンラインの「ウォレット」
に保存されるデジタルアイデンティティ、オブジェクト、アセ
ットは今後ますます増えるでしょう。Web3ウォレットは主に 

次の2つの機能を担います。一つ目は、所有するすべてのデジ
タルアセット、通貨、トークンを1か所で管理すること。二つ目
は、ウォレットを使用することでブロックチェーンを基盤とし
た他のアプリへアクセス認証を行うことです。人々は仮名を 

使いつつ、自分のデジタルウォレットを通じて自身を証明する
ことができます92。ウォレットは（少なくとも理論上は）簡単に
使え、ますます利用しやすくなっています。  

他の誰も自分のトークンにアクセスできないため、人々は自身
のアセットを完全にコントロールできます。TwitchからBurger 

Kingまで、大企業はデジタルウォレットを支払いオプションと
して認知しはじめています94, 95。最も人気のあるウォレット 

プロバイダーの一つMetamaskは現在2,100万人のユーザーを
擁し、2020年比で利用量は38倍にも増加しています96。情報
サイトComputer Weeklyは、2026年までに世界人口の60%

以上がデジタルウォレットを使うようになり、特に東南アジア
諸国で最も急成長すると予想しています97。

Web3（とウォレット）は、人々が自分のデータを 
持ち運び、信頼できるブランドや企業と共有し、 
さらには販売できる可能性を開くでしょう93。
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ブロックチェーンを基盤としたテクノロジーが人々のオン
ライン上の体験を変えていくにつれ、今後数年間でブラ
ンドを取り巻くエコシステムの抜本的な変革が求めら
れるでしょう。

実現はまだ先と思われるものの、透明性と相互運用性
を備えたオープンウォレットのフレームワーク基盤が 

形成されはじめています。いずれは、人々がトークン化
されたID（政府・自治体経由）、お金（銀行経由）、所有
物、ロイヤリティ（ブランド経由）をオンライン上でどこ
でも持ち運べる普遍的なデジタルウォレットのシステム
が登場するでしょう。これこそが、Web3技術に裏付けら
れた日常的なウォレットの新しい姿です。

次に起こること

+  photorealistic, aspect ratio 16:9, change 100 

Whatʼs next
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このようなエコシステムが出現すると、人々はIDトークン
（Web3ウォレット経由）で自分のデータをコントロールでき
るようになります。人々が自分のデータを所有することで、 
企業と共有するデータを選択、監視、調整できるのです。
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非営利の技術コンソーシアムであるThe Linux Foundation

は、「相互運用可能なウォレットを構築するために 

誰でも使用できる安全で多目的なオープンソースエ
ンジンを開 発する」ことを使 命とし、Open 

Wallet Foundation（OWF）を立ち上げました98。この
ような動きは、人々 とブランドの間で顧客データを収集・
販売することで利益を上げてきた巨大企業を退け、両者
が関係を築く新たな方法を提供するでしょう。
 

このようにデジタルウォレットは人々に自身のデータプ
ライバシーのコントロールを約束し、企業にはCookieが
なくなった後の世界でより価値ある1stパーティデータを
取得するためのプラットフォームを提供するでしょう。 

 

The Linux Foundationは、「ビジネスモデルに大きな 

変化が訪れています。遥かに優れたデジタル体験を 

生み出し、人々のウォレットにある本物のデータに直接
アクセスを許されるほどの信頼を得る企業が勝者となる
でしょう」と述べています99。人々がデータのプライバシ
ーとオーナーシップを取り戻し、ブランドがより優れた
デジタル体験を生み出す、という形が今後の基本になっ
ていくでしょう。  

 

追って詳説するように多くがその設計に依存するものの、
インターネット上のユーザーは得られるメリットを理解す
ればすぐにこれらの変化を熱烈に歓迎するでしょう。

+  detailed C4D render, surrealism, surreal concept art, digital painting, complex, aesthetic, 
dreamy, ion luminescence, hyper-realistic, atmospheric, 8k, volumetric lighting, spatial glow,  
wide angle lens, aspect ratio 3:2
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第一のメリットとして、このようなエコシステムが出現す
ると、人々はIDトークン（Web3ウォレット経由）で自分
のデータをコントロールできるようになります。人々が
自分のデータを所有することで、企業と共有するデータ
を選択、監視、調整できるのです。

また設定次第で、希望するサービスを受けるために 

必要最小限の個人情報を選択的に開示することも 

可能です。

新たなプライバシー保護技術により、ブランドは高度に
パーソナライズされた体験を設計しつつ、人々から得
たローデータを保持したり誤って使用したりすることは
なくなるでしょう。この時、提供するサービスに必要な 

範囲を超えて個人情報を保持、共有、または紐づける 

行為は、顧客の信頼への裏切りとなるおそれがあります。
またそれ以上に、1stパーティデータへのブランドのアク
セスを顧客側で簡単に取り消すことができれば、ブラン
ドが人々のデジタルウォレットに無理やり手を伸ばすこ
とがそもそもできなくなるでしょう。

+  8bit digital art, octane render, 3d mixed media, aspect ratio 3:2, algorithm version 4​
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第二のメリットとして、人々が個々のサービス 
提供者に自身のデータを逐一登録する必要が
なくなることが挙げられます。そしてその代わり、
サービス提供者が顧客側のウォレットに登録を
求められるようになるかもしれません。

これにより、サービス提供者ごとに個人情報を更新しな
ければならないという現状のペインポイントが軽減さ
れます。例えば引っ越した時に、一度住所を変更すれ
ばその情報の閲覧を許可されている企業や団体側でも 

一括で更新されるといった具合です。これにより人々の体
験からは無駄がなくなり、ミスが起きる余地も減ります。

+  digital art, render, mixed media, aspect ratio 3:2, algorithm version 4
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+  paper cut-outs, Pop-up book, paper cuting , aspect ratio 3:2, upbeta, algorithm version 4

第三のメリットとして、人々が自分のデータを 
完全にコントロールできるようになると、顧客は
企業からデータ提供のリターンを何らかの形
で受け取ることができます。というのも、企業は
データを共有してくれる顧客に対し、ロイヤリテ
ィプログラムやインセンティブを通じてお返しを
するために一層努めなければいけなくなるから
です。

こうした動きは、過去 10 年間に確立されてきたブランド
と生活者のパワーダイナミクス（力関係）が見直されるこ
とを意味します。ブランドを信頼する生活者は、提供され
る便益と引き換えに自身のデータを提供するようになる
でしょう。ブランドは人々の生活に自然に溶け込みその 

信頼とデータを獲得する戦略として、ロイヤリティアプリ
をデジタルウォレットにプラグインするようになると我々
は予想しています。究極的には、ロイヤリティプログラム
が収集したデータが他社へ販売されない形で顧客が所
有できるようになった時に、ロイヤリティプログラムその
ものが刷新されたと言える段階になるでしょう。こうした
考え方はインセンティブにおいても同様です。そこでマー
ケターは信頼を得ることを目指し、実際に信頼される存
在になることが求められます。そうでなければ、今後顧客
データを扱うことができないからです。これからは行き
たい場所に行き、欲しいものを買い、共有したい情報
を共有する力を顧客が持つことになるため、ブランド
はその業界において最も信頼される存在になるために競
い合うことになるでしょう。

顧客が自分の意思でデータを共有する時、それはブラ
ンドが提供する価値にある程度の共感を持っているこ
とを意味します。企業は平均して収益の10%をマーケテ
ィングに費やしていますが、データの質が悪いため平均 

コンバージョン率は2～5%に留まります100，101。1stパーティ
データを増やしコンバージョン率を高める新しい手段を
試せば、実際の利益につながることが証明されていくで
しょう。

また顧客が自身のデジタルアイデンティティの一部を 

ブランドと共有することで、ブランド側ではその人物に関
する非常に個人的なストーリーを語るリッチなプロフィ
ールを構築することができます。これにより、より正確で 

パーソナライズされたマーケティングが可能になります。

このようにデジタルウォレットには利点はあるものの、
「果たして実際に大規模かつ広範囲に浸透するのか」
という疑問が浮かぶかもしれません。無論、トークン
の活用には設計上の難題が伴います。しかし、現在
最前線にあるテクノロジー（トークン、ブロックチェー
ン、Web3等）もいずれ当たり前となり単なるデジタル
体験の一部になる移行点があるはずです。そして過去
の様々な新しいテクノロジー同様、受け入れられるに
はそれに相応しいだけの素晴らしい顧客体験が必要
です。
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+  photo realistic, sharp focus, 35mm photography, change 100, ar 16:9

ウォレットが信頼できて安全であることを、どうしたら
顧客に納得してもらえるでしょうか？ 

ここまで述べてきたことは、コントロールやアクセス、 

さらに、ID、データ、所有権をめぐり何がどう機能する
かについて人々が持っている固定観念が大きく変化す
ることを示唆します。

ライフ起点の観点から4つの要件に特に注目してみま 

しょう。

自身のデータプライバシーを効果的に管理するために
必要な時間的な投資は、それによって持てるようになる
コントロールに見合う価値が十分にあり、かつ現状を
ずっと良いものにすることができると人々に示すこと。

日常的な取引の中でトークンを簡単に取得し使用でき
るようにすること。現在の暗号化技術は複雑すぎると
いう経験から学び、すべてのユーザーに寄り添いなが
ら未来のあり方を形作ることが求められます。そこで
原則として、シンプルに使いはじめられることが不可欠
です。

単なる支払いの仕組みという枠を超えて「ウォレットと
は何か」を人々が理解できるようにすること。ウォレット
アドレス=新たな電子メールアドレスとして捉えられるよ
うな、固定観念の変化が必要です。

人々がウォレットを通じて企業にアクセスを許可する 

レイヤーやレベル、または領域を理解すること。現実 

問題として、トークンごとに毎回アクセス内容を決めた
いと思う人はほとんどいないでしょう。では、どうすれ
ばアクセスを許可するプロセスをより簡単なタスクにで
きるか？アクセス範囲を簡単に設定しコントロールでき
るようにするには？新たな手続き工程を加える必要が
ある場面において、顧客のエンゲージメントを維持する
には？といった点を考えていく必要があります。

1.

2.

3.

4.
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+  acrylic painting, postmodernist, people only, optimistic, colorful, algorithm version 4, aspect ratio 3:2

繰り返しになりますがデジタルウォレットはまだ黎明期にあ
り、行く末が見えてくるには3年から10年を要すると我々は
予想しています。しかし、経営者は本テーマについて現段階
から議論し、戦略を練る必要があります。テクノロジーはす
でに存在し、機能し、人間のニーズを満たしつつあります。
しかし、普及するには二つの大きな障壁があります。一つ目
は、政府、広告主、ブランドが真剣に導入に取り組むのか、
またこのテクノロジーが彼らに有効なビジネスモデルを提
供できるか。二つ目は、人々がその価値を理解し、信頼し、
受け入れ、生活に取り入れるかどうかです。 

ここに真の緊張関係が存在し、解消方法はこれか
ら探られねばなりません。



人々の態度が変化し、テクノロジーが成熟する中、それら
がもたらす結果はこれまでとは異なったものになるで 

しょう。

マーケティングにおけるブランドと顧客の間の力関係 

（パワーダイナミクス）は、ブランドがどこまで踏み込ん
でよいか、どのデータを使用できるかを顧客が好きなよ
うに決められるようになるにつれて変化します。活発な 

イノベーションと職場における望ましい関係を促進する 

ために、経営者はハイブリッドな働き方を求める労働者 

との力関係を再構築するよう備えなければなりません。

経営者、労働者、顧客、消費者、クリエイター、そして 

権利を持つ人間として、それぞれの役割において私たち 

は徐々にコントロールを取り戻す方法を模索していきま 

す。変化の波の衝撃がようやく収まり人々が目を開く時、 

そこには進歩がもたらす新たな景色が広がっているでしょう。

コントロールの転換は最終的に誰がパワーを持つかを変え、
一見すると小さな変化の数々が全体のパワーダイナミクスを
根本的に変えていきます。

Conclusion
おわりに

C
on

cl
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n
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務めています。また、メタバース連続体
（Metaverse Continuum）ビジネスグ
ループ共同リード、顧客、ブランド、 

体験に関するサステナビリティ担当リ
ードとしても活動。

アクセンチュア ソングの一員であると
同時に、メタバース連続体ビジネスグ
ループのソートリーダーシップ、コンテ
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アクセンチュアの知見を集約  

アクセンチュア ソングに所属する世界中のデザイナ
ー、クリエイター、テクノロジスト、社会学者、人類学者
は、それぞれの地域や国において影響力を持ちうるシ
グナルやトレンドに常に注目しています。それらはレポー
ト作成に向けて世界40拠点以上で開催されるワーク
ショップ（7月～8月）で共有され、さらに練られたトピ
ックのアイデアが編集チームにプレゼン（8月～9月）さ
れます。今年は、アクセンチュア ソング内の様々なグ
ループから社内のオンラインプラットフォームを使って
450以上のユニークなシグナルを収集。その後、テキス
トとオーディオによる約4,000の文章データを自然言
語処理（NLP）のトピックモデルアルゴリズムにインプッ
トし、40以上の主要トピックを得ました。それらのトピ
ックをトレンドの収束プロセスを進めるためのインプッ
トとして活用しつつ、編集チームが協働してレポートを 

形作り磨き上げていきました。  

独自のリサーチプロセスを活用 

アクセンチュア  ソングのR&D（フランス、ソフィア・アン
ティポリス）とも協働し、人間、テクノロジー、ビジネス
におけるトレンドの関係に焦点を当てた独自のリサーチ
プロセス「エクスペリエンス・イノベーション・レーダー」
を用いて新たなシグナルに対する見方を広げました。 

トレンドの検証  

次の2つのステップで各トレンドのテーマを検証しまし
た。まず7か国（イギリス、アメリカ、ブラジル、中国、 

フランス、南アフリカ、インド）を対象にしたオンライン
フォーカスグループ調査（参加者総数587人）と、20か
国を対象にしたオンラインアンケート調査（2022年12

月、回答者総数14,500人）を実施。さらにトレンドを 

収束させた後、人材・組織管理、コマース、テクノロジ
ー、サステナビリティ、研究開発の領域のアクセンチュア
の専門家に対しても検証を行いました。  

本調査について
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開発する示唆に富むリサーチで、私たちはお客様企業が変化を力に変え、価値を創造し、テクノロジーと人間の 

創意工夫の力を引き出すお手伝いをします。
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